
JP 2009-157357 A 2009.7.16

(57)【要約】
【課題】ホワイトサブピクセルを含むクォードタイプピ
クセル構造で広視野角または狭視野角での転換が可能な
液晶表示装置を提供する。
【解決手段】Ｒサブピクセル、Ｇサブピクセル、Ｂサブ
ピクセル及びＷサブピクセルを持つ複数のクォードタイ
プピクセルと、前記Ｗサブピクセル上にそれぞれ配置さ
れて前記Ｗサブピクセルからの光を側面視野角で誘導す
る複数の光遮断パターンとを備えて、前記Ｗサブピクセ
ルは、前記クォードタイプピクセルそれぞれにおいて特
定位置に固定され、前記Ｒ、Ｇ、Ｂサブピクセルは、水
平または垂直に隣接した前記クォードタイプピクセルご
とに互いに異なる配列を持つことを特徴とする。
【選択図】図１４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つのピクセルを、Ｒサブピクセル、Ｇサブピクセル、Ｂサブピクセル及びＷサブピク
セルに４分割した、複数のクォードタイプピクセルと、
　前記Ｗサブピクセル上にそれぞれ配置されて前記Ｗサブピクセルからの光を側面視野角
に誘導する複数の光遮断パターンと
を備え、
　前記Ｗサブピクセルは、前記クォードタイプピクセルのそれぞれにおいて特定位置に固
定され、
　前記Ｒ、Ｇ、Ｂサブピクセルは、水平または垂直に隣接した前記クォードタイプピクセ
ルごとに互いに異なる配列を持つ
ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記クォードタイプピクセルは、それぞれ、前記Ｒ、Ｇ、Ｂサブピクセルと前記Ｗサブ
ピクセルとを含み、４角形構造から成る
ことを特徴とする、請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　Ｒ－Ｇ－Ｂ順に配列されたサブピクセルを持つクォードタイプピクセルの右側にはＢ－
Ｒ－Ｇ順に配列されたサブピクセルを持つクォードタイプピクセルが隣接して配置され、
　前記Ｒ－Ｇ－Ｂ順に配列されたサブピクセルを持つクォードタイプピクセルの下側には
Ｂ－Ｒ－Ｇ順に配列されたサブピクセルを持つクォードタイプピクセルが隣接して配置さ
れ、
　前記Ｒ－Ｇ－Ｂ順に配列されたサブピクセルを持つクォードタイプピクセルの左側には
Ｇ－Ｂ－Ｒ順に配列されたサブピクセルを持つクォードタイプピクセルが隣接して配置さ
れ、
　前記Ｒ－Ｇ－Ｂ順に配列されたサブピクセルを持つクォードタイプピクセルの上方には
Ｇ－Ｂ－Ｒ順に配列されたサブピクセルを持つクォードタイプピクセルが隣接して配置さ
れる
ことを特徴とする、請求項２記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記クォードタイプピクセルは、３（クォードタイプピクセル）×３（クォードタイプ
ピクセル）単位で前記Ｒ、Ｇ、Ｂサブピクセルの配列手順が繰り返される
ことを特徴とする、請求項３記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記光遮断パターンは、透明ガラス基板上にパターニングされ、
　前記光遮断パターンを持つガラス基板は、前記クォードタイプピクセルを持つ液晶表示
パネルの画像表示面に附着される
ことを特徴とする、請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記光遮断パターンの大きさは、前記Ｗサブピクセルの開口面積より大きく形成される
ことを特徴とする、請求項５記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記Ｗサブピクセルの開口面積は、前記Ｒ、Ｇ、Ｂサブピクセルそれぞれの開口面積と
同一に形成される
ことを特徴とする、請求項６記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記Ｗサブピクセルの開口面積は、前記Ｒ、Ｇ、Ｂサブピクセルそれぞれの開口面積よ
り小さく形成される
ことを特徴とする、請求項６記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置に関し、特にホワイトサブピクセルを含む広視野角モードと狭視
野角モードとのモード転換が可能な液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　情報化社会において、表示素子は視覚情報伝達媒体としてその重要性がいつもより強調
されている。一時、主流をなした陰極線管またはブラウン管は重さと体積が大きい問題点
があった。このような陰極線管の限界を乗り越えるため、現在多くの種類の平板表示素子
が開発されている。
【０００３】
　平板表示素子には、液晶表示装置、電界放出表示素子、プラズマディスプレイパネル及
びエレクトロルミネセンス表示装置などがあり、これら大部分が実用化されて市販されて
いる。
【０００４】
　これらの中で、特に、液晶表示装置は軽量、薄型、低消費電力駆動などの特徴によって
その応用範囲が徐々に広くなっている趨勢にある。このような趨勢によって、液晶表示装
置は、ノート・パソコンのようなポータブルコンピュータ、事務自動化器機、オーディオ
/ビデオ器機、屋内外広告表示装置などに利用されている。液晶表示装置は、マトリック
ス状に配列されられた複数の制御用スイッチに印加される映像信号によって光ビームの透
過量が調節されて画面に所望する画像を表示するようになる。この液晶表示装置は、最近
の量産技術確保と研究開発の成果により大型化及び高解像度で急速に発展している。
【０００５】
　最近、保安または私生活保護のために、液晶表示パネルに形成されるピクセルがストラ
イプタイプのＲＧＢサブピクセルで構成されるのに代わり、１つのピクセルを１個の視野
角制御用ホワイトサブピクセル（以下 "Ｗサブピクセル" という）と３個のＲＧＢサブピ
クセルに分割した、複数のクォードタイプ（quad－type）ピクセルで構成される液晶表示
装置が提案された事がある。このクォードタイプピクセルのＷサブピクセル上には一定間
隔離隔した光遮断部材（以下"バリアーという）が配置されてＷサブピクセルからの光を
側面視野角方へ誘導することで側面での視認性を落として狭視野角具現ができるようにし
ている。このような液晶表示装置によれば、Ｗサブピクセルのオン/オフによって広視野
角モードと狭視野角モードとのモード転換を任意に調節することができる。
【０００６】
　広視野角モードにおいて、クォードタイプピクセルは、図１のように、Ｗサブピクセル
（ＰＷ）がオフされてＲＧＢサブピクセル（ＰＲ、ＰＧ、ＰＢ）にだけ駆動される。Ｗサ
ブピクセル（ＰＷ）がオフされるから、側面視野角で視認性を低下させる漏洩光は発生し
ない。正面及び側面視野角方向すべて視認性が良好に維持されるので広視野角モードが具
現される。
【０００７】
　狭視野角モードにおいて、クォードタイプピクセルは、図２のように、オンになるＷサ
ブピクセル（ＰＷ）を含みＲＧＢＷサブピクセル（ＰＲ、ＰＧ、ＰＢ、ＰＷ）すべてによ
って駆動される。Ｗサブピクセル（ＰＷ）がオンされ、Ｗサブピクセル（ＰＷ）とバリア
ーが一定間隔離隔されているから、側面視野角では示されたようにＷサブピクセル（ＰＷ
）からの漏洩光の影響によって視認性が大きく落ちるようになる。これに反して、正面視
野角ではバリアーによってＷサブピクセル（ＰＷ）からの漏洩光が遮られる。このように
、正面視野角方向では視認性が良好に維持される一方、側面視野角方向では視認性が大き
く低下されるので狭視野角モードが具現される。
【０００８】
　ところが、このようなクォードタイプピクセル構造を持つ液晶表示装置では、前述した
のように、バリアーがＷサブピクセル（ＰＷ）と一定間隔離隔して配置されているから、
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側面視野角方向でＲＧＢサブピクセル（ＰＲ、ＰＧ、ＰＢ）に対するバリアーの光遮蔽程
度が視野角によって変わるようになる。例えば、図３のように（１）で見るＢサブピクセ
ル（ＰＢ）イメージと（３）で見るＧサブピクセル（ＰＧ）イメージの間のバリアーによ
る光遮蔽程度は大きく差がつくようになる。側面視野角でＲＧＢサブピクセル（ＰＲ、Ｐ
Ｇ、ＰＢ）に対するバリアーの光遮蔽程度の差は側面視野角によって露出するＲＧＢ開口
領域の大きさの差に帰結し、これは広視野角モード及び狭視野角モードの両モードで発生
する。
【０００９】
　このように、側面視野角方向で露出するＲＧＢ開口領域の大きさが視野角によって変わ
る時、図４のように、すべてのクォードタイプピクセルのサブピクセルが特定位置に固定
配置されれば、観察者は側面視野角でＲ、Ｇサブピクセル（ＰＲ、ＰＧ）のイメージより
Ｂサブピクセル（ＰＢ）のイメージを相対的にさらに少なく感知するようになる。これは
側面視野角で緑み（Greenish）または黄み（Yellowish）一カラーシフト現象を引き起こ
すことでホワイトバランスを崩して側面視野角での表示品位を落とす主な要因として作用
する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明の目的は広視野角モードと狭視野角モードとのモード転換が可能なクォードタイ
プピクセルを持つ液晶表示装置において、側面視野角方向での光遮蔽程度の差を補償して
カラーシフト現象を防止するようにした液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　前記目的を果たすために、本発明に係る液晶表示装置は、Ｒサブピクセル、Ｇサブピク
セル 、Ｂサブピクセル及びＷサブピクセルを持つ複数のクォードタイプピクセルと、前
記Ｗサブピクセル上にそれぞれ配置されて前記Ｗサブピクセルからの光を側面視野角で誘
導する複数の光遮断パターンとを備え、前記Ｗサブピクセルは、前記クォードタイプピク
セルのそれぞれにおいて特定位置に固定され、前記Ｒ、Ｇ、Ｂサブピクセルは、水平また
は垂直に隣接した前記クォードタイプピクセルごとに互いに異なる配列を持つことを特徴
とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明に係る液晶表示装置によれば、側面視野角方向での光遮蔽程度の差を補償してカ
ラーシフト現象を防止することで、表示品位を大きく向上させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下では本発明による望ましい実施の形態を添付された図５乃至図１５を参照して詳し
く説明する。
【００１４】
　図５は、本発明の実施の形態に係る液晶表示装置の構成図である。
【００１５】
　図５を参照すれば、本発明の液晶表示装置は、データライン（Ｄ１乃至Ｄｍ）とゲート
ライン（Ｇ１乃至Ｇｎ）が交差し、その交差部にサブピクセル（ＰＲ、ＰＧ、ＰＢ、ＰＷ
）を駆動するための薄膜トランジスター（ＴＦＴ）が形成された液晶表示パネル１００と
、液晶表示パネル１００のＷサブピクセル（ＰＷ）に対応するようにパターニングされて
、Ｗサブピクセル（ＰＷ）からの光を正面視野角方向では遮断し、側面視野角方向では漏
洩させるために液晶表示パネル１００の画像表示面上に配置されるバリアーパターン１５
０と、液晶表示パネル１００のデータライン（Ｄ１乃至Ｄｍ）にデータを供給するための
データ駆動部１１０と、液晶表示パネル１００のゲートライン（Ｇ１乃至Ｇｎ）にスキャ
ンパルスを供給するためのゲート駆動部１２０と、入力される視野角選択信号（ＳＥＬ）
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によってＲＧＢデータとＲＧＢＷデータを選択的に出力することと共に、駆動部１１０、
１２０の駆動タイミングを制御するタイミングコントローラ１３０と、広視野角モードま
たは狭視野角モードで選択的に駆動されるように視野角選択信号（ＳＥＬ）を入力するた
めのユーザーインターフェース１４０を備える。
【００１６】
　液晶表示パネル１００の下部基板には、データライン（Ｄ１乃至Ｄｍ）とゲートライン
（Ｇ１乃至Ｇｎ）が一定な間隔を置いて直交されるように形成され、データライン（Ｄ１
乃至Ｄｍ）とゲートライン（Ｇ１乃至Ｇｎ）が直交する交差領域には、元々の画像具現の
ためのＲ、Ｇ、Ｂサブピクセル（ＰＲ、ＰＧ、ＰＢ）及び視野角制御のためのＷサブピク
セル（ＰＷ）が形成される。一つの単位ピクセルに含まれる各サブピクセル（ＰＲ、ＰＧ
、ＰＢ、ＰＷ）には薄膜トランジスター（ＴＦＴ）が電気的に接続されている。
【００１７】
　薄膜トランジスター（ＴＦＴ）は、ゲートライン（Ｇ１乃至Ｇｎ）からのスキャンパル
スに応答してターン－オンされることにより、データライン（Ｄ１乃至Ｄｍ）から供給さ
れるＲ、Ｇ、Ｂデータ電圧をそれぞれＲ、Ｇ、Ｂサブピクセル（ＰＲ、ＰＧ、ＰＢ）の画
素電極に印加する。また、薄膜トランジスター（ＴＦＴ）は、ゲートライン（Ｇ１乃至Ｇ
ｎ）からのスキャンパルスに応答してターン－オンされることにより、データライン（Ｄ
１乃至Ｄｍ）から供給されるホワイトデータ電圧（以下、“Ｗデータ電圧”とする）をＷ
サブピクセル（ＰＷ）の画素電極に印加する。このために、薄膜トランジスター（ＴＦＴ
）のゲート電極はゲートライン（Ｇ１乃至Ｇｎ）に接続され、ソース電極はデータライン
（Ｄ１乃至Ｄｍ）に接続されてドレーン電極は各サブピクセル（ＰＲ、ＰＧ、ＰＢ、ＰＷ
）の画素電極に接続される。画素電極に対向して電界を形成する共通電極は、ＴＮモード
とＶＡモードのような垂直電界駆動方式で上部基板上に形成され、ＩＰＳモードとＦＦＳ
モードのような水平電界駆動方式で画素電極（Ｅｐ）のように下部ガラス基板上に形成さ
れる。液晶表示パネル１００の上部基板と下部基板上には光軸が直交する偏光板が附着し
て液晶と接する界面に液晶のプリチルト角を設定するための配向膜が形成される。
【００１８】
　このような液晶表示パネル１００で水平及び垂直方向に隣接したそれぞれ一つのＲＧＢ
Ｗサブピクセル（ＰＲ、ＰＧ、ＰＢ、ＰＷ）は一つのクォードタイプピクセルを構成する
。クォードタイプピクセル内のＷサブピクセル（ＰＷ）はクォードタイプピクセルそれぞ
れにおいて特定位置に固定配置される。これに反して、側面視野角方向でのカラーシフト
現象を防止するため、クォードタイプピクセル内のＲ、Ｇ、Ｂサブピクセル（ＰＲ、ＰＧ
、ＰＢ）は水平または垂直に隣接したクォードタイプピクセルごとに互いに異なる配列を
持つ。
【００１９】
　これを詳しく説明すれば、図６のように、Ｗサブピクセル（ＰＷ）の配置位置は、奇数
番目データライン（Ｄ１ｋ、Ｄ３ｋ、Ｄ５ｋ）と偶数番目ゲートライン（Ｇ２ｊ、Ｇ４ｊ
、Ｇ６ｊ）との交差から成る領域に割り当てられることにより、すべてのクォードタイプ
ピクセルにおいて特定位置に固定される。しかし、Ｒ、Ｇ、Ｂサブピクセル（ＰＲ、ＰＧ
、ＰＢ）の配置位置は、図６の第１乃至第５クォードタイプピクセル（Ｐｉｘｅｌ１乃至
Ｐｉｘｅｌ５）のように水平または垂直に隣接したクォードタイプピクセルの間で時計方
向または反時計方向にローリングされるようになる。
【００２０】
　例えば、Ｒ－Ｇ－Ｂ順に配列されたサブピクセル（ＰＲ、ＰＧ、ＰＢ）を持つクォード
タイプピクセル（Ｐｉｘｅｌ１）の右側にはＢ－Ｒ－Ｇ順に配列されたサブピクセル（Ｐ
Ｂ、ＰＲ、ＰＧ）を持つクォードタイプピクセル（Ｐｉｘｅｌ２）が隣接して配置され、
Ｒ－Ｇ－Ｂ順に配列されたサブピクセル（ＰＲ、ＰＧ、ＰＢ）を持つクォードタイプピク
セル（Ｐｉｘｅｌ１）の下側にはＢ－Ｒ－Ｇ順に配列されたサブピクセル（ＰＢ、ＰＲ、
ＰＧ）を持つクォードタイプピクセル（Ｐｉｘｅｌ４）が隣接して配置される。
【００２１】
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　そして、Ｒ－Ｇ－Ｂ順に配列されたサブピクセル（ＰＲ、ＰＧ、ＰＢ）を持つクォード
タイプピクセル（Ｐｉｘｅｌ１）の左側にはＧ－Ｂ－Ｒ順に配列されたサブピクセル（Ｐ
Ｇ、ＰＢ、ＰＲ）を持つクォードタイプピクセル（Ｐｉｘｅｌ３）が隣接して配置され、
Ｒ－Ｇ－Ｂ順に配列されたサブピクセル（ＰＲ、ＰＧ、ＰＢ）を持つクォードタイプピク
セル（Ｐｉｘｅｌ１）の上方にはＧ－Ｂ－Ｒ順に配列されたサブピクセル（ＰＧ、ＰＢ、
ＰＲ）を持つクォードタイプピクセル（Ｐｉｘｅｌ５）が隣接して配置される。
【００２２】
　このようにレンダリングされたクォードタイプピクセルは、３（ピクセル）×３（ピク
セル）単位で液晶表示パネル１００内に繰り返し配置される。したがって、９個のクォー
ドタイプピクセルからなる各単位ピクセル内でのＲ、Ｇ、Ｂサブピクセル（ＰＲ、ＰＧ、
ＰＢ）の間の光遮蔽程度はレンダリングを通じて同一になる。
【００２３】
　バリアーパターン１５０は、図７のように、液晶表示パネル１００の画像表示面上に配
置され、液晶表示パネル１００のＷサブピクセル（ＰＷ）に対応するようにパターニング
され、Ｗサブピクセル（ＰＷ）からの光を正面視野角方向では遮断して側面視野角方向で
は漏洩させる。このバリアーパターン１５０、は光が透過することができない黒色樹脂な
どのパターニングを通じて形成することができる。バリアーパターン１５０がパターニン
グされる被対象物は、透明ガラス基板でもよく、ひいては透明テープであってもよい。
【００２４】
　一方、液晶表示パネル１００の上部基板には、ブラックマトリックス（ＢＭ）、カラー
フィルター（Ｃ／Ｆ）、オーバーコート層（図示せず）などが形成される。ブラックマト
リックス（ＢＭ）は光密度３．５以上のクロム酸化物（ＣｒＯｘ）またはクロム（Ｃｒ）
などの金属やカーボン系の有機物質で形成される。ブラックマトリックス（ＢＭ）は下部
基板の薄膜トランジスター（ＴＦＴ）が形成される領域と、ゲートラインとデータライン
が形成される領域及びその周辺の領域で光漏れが発生されることを遮断する役目をする。
カラーフィルター（Ｃ／Ｆ）はＲサブピクセル（ＰＲ）上に形成される赤色層（Ｒ）、Ｇ
サブピクセル（ＰＧ）上に形成される緑色層（Ｇ）、Ｂサブピクセル（ＰＢ）上に形成さ
れる青色層（Ｂ）を含む。Ｗサブピクセル（ＰＷ）上にカラーフィルターは形成されない
。
【００２５】
　データ駆動部１１０は、データ制御信号（ＤＤＣ）に応答して広視野角及び狭視野角モ
ードでタイミング制御部１３０から供給されるデジタルＲＧＢデータをサンプリングして
ラッチした後、外部からのガンマ基準電圧を基準にして階調を表現することができるアナ
ログデータ電圧に変換させてデータライン（Ｄ１乃至Ｄｍ）に供給する。また、データ駆
動部１１０は、データ制御信号（ＤＤＣ）に応答して広視野角モードでタイミング制御部
１３０から供給されるＷディスイネーブルデータをサンプリングしてラッチした後、外部
からのガンマ基準電圧を基準にして共通電圧と同一なディスイネーブルデータ電圧に変換
させて、Ｗサブピクセル（ＰＷ）が接続されているデータライン（Ｄ１、Ｄ３、・・・、
Ｄｍ－１）に供給する。また、データ駆動部１１０は、狭視野角モードでデータ駆動制御
信号（ＤＤＣ）に応答してタイミング制御部１３０から供給されるＷデータをサンプリン
グしてラッチした後、外部からのガンマ基準電圧を基準にして階調を表現することができ
るＷデータ電圧で変換させて、Ｗサブピクセル（ＰＷ）が接続されているデータライン（
Ｄ１、Ｄ３、・・・、Ｄｍ－１）に供給する。
【００２６】
　ゲート駆動部１２０は、タイミング制御部１３０から供給されるゲート制御信号（ＧＤ
Ｃ）に応答してスキャンパルスを順次発生してゲートライン（Ｇ１乃至Ｇｎ）に供給する
。スキャンパルスは薄膜トランジスター（ＴＦＴ）をタンーオンさせるためのゲートハイ
電圧と薄膜トランジスター（ＴＦＴ）をタンーオフさせるためのゲートロー電圧の間でス
イングされる。
【００２７】
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　タイミング制御部１３０は、垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ）、水平同期信号（Ｈｓｙｎｃ
）及び入力クロック（ＤＣＬＫ）を利用してＲＧＢデータ及び/またはＷデータ供給を制
御するデータ制御信号（ＤＤＣ）を発生してデータ駆動部１１０に供給する。また、タイ
ミング制御部１３０は、垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ）、水平同期信号（Ｈｓｙｎｃ）及び
入力クロック（ＣＬＫ）を利用してスキャンパルスの供給を制御するゲート制御信号（Ｇ
ＤＣ）を発生してゲート駆動部１２０に供給する。ここで、データ制御信号（ＤＤＣ）は
、ソースシフトクロック（ＳＳＣ）、ソーススタートパルス（ＳＳＰ）、極性制御信号（
ＰＯＬ）及びソース出力イネーブル信号（ＳＯＥ）などを含み、ゲート制御信号（ＧＤＣ
）は、ゲートスタートパルス（ＧＳＰ）、ゲートシフトクロック（ＧＳＣ）及びゲート出
力イネーブル信号（ＧＯＥ）などを含む。
【００２８】
　タイミング制御部１３０は、狭視野角モードでＲＧＢデータの平均輝度値を算出し、算
出された平均輝度値を実験によってあらかじめ貯蔵されたＷデータにマッピングさせて側
面視野角での明暗比を低めて視認性を落とすことができるＷデータを決める。このＷデー
タは、入力されたＲＧＢデータと混合した後レンダリングされるクォードタイプのピクセ
ル構造に合うように再整列されてデータ駆動部１１０に供給される。タイミング制御部１
３０は、広視野角モードで液晶表示パネル１００に形成されたＷサブピクセル（ＰＲ）が
駆動されないようにＷディスイネーブルデータを入力されたＲＧＢデータと混合した後、
クォードタイプのピクセル構造に合うように再整列させてデータ駆動部１１０に出力する
。
【００２９】
　ユーザーインターフェース１４０は、広視野角モードまたは狭視野角モードの選択のた
めの視野角選択信号（ＳＥＬ）を入力するために使われる。このようなユーザーインター
フェース１４０は、キーボード（Ｋｅｙｂｏａｒｄ）、マウス（Ｍｏｕｓｅ）、タッチパ
ネル及びＯＳＤ（Ｏｎ Ｓｃｒｅｅｎ Ｄｉｓｐｌａｙ）などに具現されることができる。
使用者によって視野角選択信号（ＳＥＬ）が入力されれば、ユーザーインターフェース１
４０はこれを解釈してタイミング制御部１３０に供給する。
【００３０】
　このような本発明の液晶表示装置では、側面視野角方向でカラーシフト現象を改善する
と共に、広視野角モード駆動時、正面視野角方向では視認性を高める一方、側面視野角方
向では視認性を落とすために、バリアーパターン１５０の大きさ及び/またはＷサブピク
セル（ＰＷ）の開口面積を多様に調節することができる。
【００３１】
　図８は、本発明の第１の実施の形態に係る液晶表示装置を示す平面図であり、図９は、
図８をII－II‘によって切り取って示した断面図である。
【００３２】
　図８及び図９を参照すれば、本発明の第１の実施の形態に係る液晶表示装置では、側面
視野角方向でカラーシフト現象を改善するために、クォードタイプピクセル内のＲ、Ｇ、
Ｂサブピクセル（ＰＲ、ＰＧ、ＰＢ）が水平または垂直に隣接したクォードタイプピクセ
ルごとに互いに異なる配列を持つように配置される。そして、広視野角モード駆動時、正
面視野角方向でＷサブピクセル（ＰＷ）から漏出される光を完全に遮断して視認性を高め
るために、バリアーパターン１５０の大きさがＷサブピクセル（ＰＷ）の開口面積より大
きく形成されるようになる。
【００３３】
　このために、本発明の第１の実施の形態に係る液晶表示装置では、液晶表示パネルの全
領域で縦方向のブラックマトリックス（ＢＭＶ）の幅が横方向のブラックマトリックス（
ＢＭＨ）の幅より広く形成され、バリアーパターン１５０の横幅（Ｐ１）がＷサブピクセ
ル（ＰＷ）のブラックマトリックス（ＢＭ１１）を越してＲ、Ｇ、Ｂサブピクセル（ＰＲ
、ＰＧ、ＰＢ）のブラックマトリックス（ＢＭ１２）まで拡張されるようになる。
【００３４】
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　これによって、バリアーパターン１５０の横幅（Ｐ１）は、Ｗサブピクセル（ＰＷ）開
口面の横幅（Ｗ１１）より相対的に大きくなり、広視野角モード駆動時、正面視野角方向
での視認性を大きく向上させることができる。第１の実施の形態に係る液晶表示装置では
、Ｗサブピクセル（ＰＷ）の開口面の横幅（Ｗ１１）と、Ｒ、Ｇ、Ｂサブピクセル（ＰＲ
、ＰＧ、ＰＢ）の開口面の横幅（Ｗ１２）は互いに同一である。
【００３５】
　図１０は、本発明の第２の実施の形態に係る液晶表示装置を示す平面図であり、図１１
は、図１０をIII－III‘によって切り取って示した断面図である。
【００３６】
　図１０及び図１１を参照すれば、本発明の第２の実施の形態に係る液晶表示装置では、
側面視野角方向でカラーシフト現象を改善するために、クォードタイプピクセル内のＲ、
Ｇ、Ｂサブピクセル（ＰＲ、ＰＧ、ＰＢ）が水平または垂直に隣接したクォードタイプピ
クセルごとに互いに異なる配列を持つように配置される。そして、広視野角モード駆動時
、正面視野角方向でＷサブピクセル（ＰＷ）から漏出される光を完全に遮断して視認性を
高めるために、バリアーパターン２５０の大きさがＷサブピクセル（ＰＷ）の開口面積よ
り大きく形成されるようになる。
【００３７】
このために、本発明の第２の実施の形態に係る液晶表示装置では、Ｗサブピクセル（ＰＷ
）のブラックマトリックス（ＢＭ２１）の幅が上下左右方向でＲ、Ｇ、Ｂサブピクセル（
ＰＲ、ＰＧ、ＰＢ）のブラックマトリックス（ＢＭ２２）の幅より広く形成されることで
、Ｗサブピクセル（ＰＷ）の開口面積を減らし、バリアーパターン２５０の横幅（Ｐ２）
をＷサブピクセル（ＰＷ）のブラックマトリックス（ＢＭ１１）まで拡張させる。
【００３８】
　これによって、バリアーパターン２５０の横幅（Ｐ２）はＷサブピクセル（ＰＷ）開口
面の横幅（Ｗ１１）より相対的に大きくなり、広視野角モード駆動時、正面視野角方向で
の視認性を向上させることができる。また、第１の実施の形態に比べて、Ｒ、Ｇ、Ｂサブ
ピクセル（ＰＲ、ＰＧ、ＰＢ）の開口面積が増加されるので、液晶表示パネルの輝度が下
がらない。第２の実施の形態に係る液晶表示装置では、Ｗサブピクセル（ＰＷ）の開口面
の横幅（Ｗ１１）がＲ、Ｇ、Ｂサブピクセル（ＰＲ、ＰＧ、ＰＢ）の開口面の横幅（Ｗ２
１）より小さく形成される。
【００３９】
　図１２は、本発明の第３の実施の形態に係る液晶表示装置を示す平面図であり、図１３
は、図１２をIV－IV'によって切り取って図示した断面図である。
【００４０】
　図１２及び図１３を参照すれば、本発明の第３の実施の形態に係る液晶表示装置では、
側面視野角方向でカラーシフト現象を改善するためにクォードタイプピクセル内のＲ、Ｇ
、Ｂサブピクセル（ＰＲ、ＰＧ、ＰＢ）が水平または垂直に隣接したクォードタイプピク
セルごとに互いに異なる配列を持つように配置される。そして、広視野角モード駆動時、
正面視野角方向でＷサブピクセル（ＰＷ）から漏出される光を完全に遮断して視認性を高
めるために、バリアーパターン３５０の大きさがＷサブピクセル（ＰＷ）の開口面積より
大きく形成されるようになる。
【００４１】
　このために、本発明の第３の実施の形態に係る液晶表示装置では、Ｗサブピクセル（Ｐ
Ｗ）のブラックマトリックス（ＢＭ２１）の幅が上下左右方向でＲ、Ｇ、Ｂサブピクセル
（ＰＲ、ＰＧ、ＰＢ）のブラックマトリックス（ＢＭ２２）の幅より広く形成されてＷサ
ブピクセル（ＰＷ）の開口面積が減るようになり、バリアーパターン３５０の横幅（Ｐ２
）がＷサブピクセル（ＰＷ）のブラックマトリックス（ＢＭ１１）を越してＲ、Ｇ、Ｂサ
ブピクセル（ＰＲ、ＰＧ、ＰＢ）のブラックマトリックス（ＢＭ１２）まで拡張されるよ
うになる。
【００４２】
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　これによって、バリアーパターン３５０の横幅（Ｐ３）は、Ｗサブピクセル（ＰＷ）の
開口面の横幅（Ｗ１１）より相対的に大きくなり、広視野角モード駆動時、正面視野角方
向での視認性をさらに大きく向上させることができる。また、第１の実施の形態に比べて
、Ｒ、Ｇ、Ｂサブピクセル（ＰＲ、ＰＧ、ＰＢ）の開口面積が増加されるので、液晶表示
パネルの輝度が下がらない。第３の実施の形態に係る液晶表示装置は、バリアーパターン
３５０の大きさだけ除き第２の実施の形態に係る液晶表示装置と実質的に同一である。第
３の実施の形態に係る液晶表示装置では、Ｗサブピクセル（ＰＷ）の開口面の横幅（Ｗ２
１）がＲ、Ｇ、Ｂサブピクセル（ＰＲ、ＰＧ、ＰＢ）の開口面の横幅（Ｗ２２）より小さ
く形成される。
【００４３】
　図１４及び図１５は、本発明の実施の形態によって水平または垂直に隣接したクォード
タイプピクセルごとにＲ、Ｇ、Ｂサブピクセル（ＰＲ、ＰＧ、ＰＢ）の配列を異なるよう
にして側面視野角方向でＲＧＢサブピクセル（ＰＲ、ＰＧ、ＰＢ）に対するバリアーの光
遮蔽程度を補償することを説明するための図である。
【００４４】
　図１４及び図１５を参照すれば、本発明の実施の形態に係る液晶表示装置では、すべて
のクォードタイプピクセルのサブピクセルが特定位置に固定配置される従来とは異なり、
水平または垂直に隣接したクォードタイプピクセルごとにＲ、Ｇ、Ｂサブピクセル（ＰＲ
、ＰＧ、ＰＢ）の配列が時計方向または反時計方向にローリングされるようになる。この
ようなローリングによって、相対的にバリアーによる光遮蔽程度がひどい（１）の側面視
野角方向でのイメージはＢサブピクセル（ＰＢ）イメージに固定されるのではなくＲＧＢ
サブピクセル（ＰＲ、ＰＧ、ＰＢ）の混合イメージで現われ、また、相対的にバリアーに
よる光遮蔽程度が減った（３）の側面視野角方向でのイメージもＧサブピクセル（ＰＧ）
またはＲサブピクセル（ＰＲ）イメージに固定されるのではなくＲＧＢサブピクセル（Ｐ
Ｒ、ＰＧ、ＰＢ）の混合イメージで現われるようになる。
【００４５】
　言い換えれば、側面視野角方向から露出されるＲＧＢ開口領域の大きさが視野角によっ
て変わっても水平または垂直に隣接したクォードタイプピクセルごとにＲ、Ｇ、Ｂサブピ
クセル（ＰＲ、ＰＧ、ＰＢ）の配列を時計方向または反時計方向にローリングさせるよう
になれば、観察者が側面視野角で感知する平均イメージの量はＲ、Ｇ、Ｂサブピクセル（
ＰＲ、ＰＧ、ＰＢ）で皆同一になる。これによって、本発明の実施の形態に係る液晶表示
装置は、側面視野角でＲ、Ｇ、Ｂ間の光遮蔽程度の差による緑み（Greenish）または黄み
（Yellowish）したカラーシフト現象を防止することができるようになる。
【００４６】
　図１６は、側面視野角方向から光遮蔽程度を補償して実験したものを従来と対比した結
果画面を示す。
【００４７】
　従来のように、すべてのクォードタイプピクセルのサブピクセルが特定位置に固定配置
される液晶表示装置では、側面視野角で図１６の（ａ）と黄み（Ａ１）を帯びた現象と共
に緑み（Ａ２）を帯びた現象が発生した。
【００４８】
　これに反して、本発明のように、水平または垂直に隣接したクォードタイプピクセルご
とにＲ、Ｇ、Ｂサブピクセル（ＰＲ、ＰＧ、ＰＢ）の配列が時計方向または反時計方向に
ローリングされる液晶表示装置では、側面視野角でＲ、Ｇ、Ｂの間光遮蔽程度が補償され
ることで、図１６の（ｂ）のように、上記ようなカラーシフト現象が全く発生されないこ
とが分かる。
【００４９】
　以上説明した内容を通じて当業者であれば、本発明の技術思想を逸脱しない範囲で多様
な変更及び修正が可能であることが分かる。したがって、本発明の技術的範囲は明細書の
詳細な説明に記載した内容に限定されるのではなく特許請求の範囲によって決められるべ
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きである。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】広視野角モードでクォードタイプピクセルの駆動を示す図である。
【図２】狭視野角モードでクォードタイプピクセルの駆動を示す図である。
【図３】従来側面視野角から光遮蔽程度の差が発生されることを説明するための図である
。
【図４】従来側面視野角での光遮蔽程度の差によるカラーシフト現象が発生されることを
説明するための図である。
【図５】本発明の実施の形態に係る液晶表示装置を示すブロック図である。
【図６】クォードタイプピクセル内のＲ、Ｇ、Ｂサブピクセルが水平または垂直に隣接し
たクォードタイプピクセルごとに互いに異なる配列を持つことを見せてくれる図である。
【図７】バリアーパターンの配置位置を説明するための図である。
【図８】本発明の第１の実施の形態に係る液晶表示装置を示す平面図である。
【図９】図８をII－II'によって切り取って示した断面図である。
【図１０】本発明の第２の実施の形態に係る液晶表示装置を示す平面図である。
【図１１】図１０をIII－III‘によって切り取って示した断面図である。
【図１２】本発明の第３の実施の形態に係る液晶表示装置を示す平面図である。
【図１３】図１２をIV－IV‘によって切り取って示した断面図である。
【図１４】本発明の実施の形態によって側面視野角方向でＲＧＢサブピクセルに対するバ
リアーの光遮蔽程度が補償されることを説明するための図である。
【図１５】本発明の実施の形態によって側面視野角方向でＲＧＢサブピクセルに対するバ
リアーの光遮蔽程度が補償されることを説明するための図である。
【図１６】側面視野角方向から光遮蔽程度を補償して実験したことを従来と対比した結果
画面である。
【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】
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【図１５】
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